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遠隔臨場とは︖

森林⼟⽊⼯事におけるICT活⽤の取組 〜遠隔臨場〜 林野庁
近畿中国森林管理局

品確法改正
 ⽣産性向上への取組
 働き⽅改⾰の推進

⼯事現場等において監督職員と受注者がウェアラブルカメラ等
による映像と⾳声の双⽅向通信を使⽤して段階確認、材料検査、
⽴会等を⾏うこと

遠隔臨場による検査・⽴会イメージ

※監督職員が現地で検査等を実施 ※監督職員が職場パソコン等から遠隔で検査等を実施

インターネット通信

従来の検査・⽴会イメージ

導⼊の背景 新型コロナウイルス感染防⽌対策
 ３密（密閉・密集・密接）の回避

１

利⽤に係る費⽤ 遠隔臨場に使⽤する機器等は、原則リースを使⽤。費⽤（機器等
リース料及び通信費）は、共通仮設費（技術管理費）に計上。



受注者（現場）発注者（事務所）

監督職員

出来形確認材料検査

ウェアラブルカメラ（現場代理⼈等装着）

机上にて承認・確認等の監督業務が可能
※ウェアラブルカメラとは、ヘルメットや体に装着や着⽤可能
なデジタルカメラの総称であり、⼀般的なモバイル端末を使
⽤することも可能である。

品質確認

画像と⾳声を
リアルタイム
で配信

林野庁
近畿中国森林管理局森林⼟⽊⼯事におけるICT活⽤の取組 〜遠隔臨場〜

２



林野庁
近畿中国森林管理局森林⼟⽊⼯事におけるICT活⽤の取組 〜情報共有システム〜

情報共有システムとは︖

 受発注者間のコミュニケーションの円滑化
 受発注者の事務負担の軽減

インターネット経由で、受発注者間の情報を電⼦的に交換・
共有することによって業務効率化を実現するシステム

情報共有システムによる協議等のイメージ

※受発注者間で協議書等をやりとり ※システム上でやりとりし、協議・承認等が可能

協議・報告 等

従来の協議等のイメージ

導⼊の⽬的

指⽰・承認・閲覧・
差戻 等

情報共有システム

利⽤に係る費⽤ 情報共有システム利⽤に係る費⽤（登録料及び使⽤料）は、
共通仮設費率（技術管理費）に含まれる。

３

インターネット



林野庁
近畿中国森林管理局森林⼟⽊⼯事におけるICT活⽤の取組

 実施要領（近畿中国森林管理局ホームページに掲載）
http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/apply/publicsale/nyusatu/provision.html

 情報共有システム提供者における機能要件の対応状況【国⼟交通省ホームページURL】
http://www.cals-ed.go.jp/jouhoukyouyuu_taiou/ ４



■情報共有システム提供者機能要件Rev.5.3対応状況一覧表

機能要件更新時期 R2.3 R3.3 R3.3

1.株式会社アイサス ASP方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

2.株式会社建設システム ASP方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 〇 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 〇 〇 〇

3.川田テクノシステム株式会社 ASP方式/サーバ方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

4.株式会社建設総合サービス ASP方式/サーバ方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○

5.株式会社現場サポート ASP方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 〇 〇

6.東北インフォメーション・システムズ株式会社 ASP方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ △ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

7.日本電気株式会社 ASP方式/サーバ方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

8.株式会社ビーイング ASP方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

9.伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 ASP方式 × ○ × ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × △ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 × ×

10.株式会社コルク ASP方式/サーバ方式 × ○ × × ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ △ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 × ×

　　（順不同） 提供方法
　　【凡例】 ※１：【ASP方式】情報共有システム提供者（ASPベンダー）が情報共有システムの機能を提供する方式を言う。

○：対応　☓：未対応　△：部分的な実装 ※２：【サーバ方式】発注者が情報共有システムを構築し、情報共有システムの機能を提供する方式を言う。

オンライン電子納品機能
※３：令和3年7月13日現在、一部運用中のオンライン電子納品機能に対する実装状況を示す。

備考：工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件（Rev.5.3）【要件編】では、機能要件として定義している機能と機能性を高めるために実装することが望ましい機能を記載しております。
　望ましい機能につきましては、上記一覧表に記載しておりませんので各提供者の個票をご確認下さい。

3次元データ等表示機能（条件付き必須機能）
※４：特記仕様書にて「CIM活用工事等にて3次元データ等を表示し、情報共有することを目的する」の記述がある場合に対して必須機能とする。

更新日：2022年1月25日

H30.3
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更新日：2021年7月12日
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情報共有システム提供者における機能要件の対応状況 一覧表
【国土交通省ホームページURL】　http://www.cals-ed.go.jp/jouhoukyouyuu_taiou/

５



林野庁
近畿中国森林管理局森林⼟⽊⼯事におけるICT活⽤の取組 〜メリット〜

遠隔臨場

６

 ⽴会等において、監督職員との⽇程
調整が必要。

 監督職員の業務都合により、受注者
の希望する⽇に⽴会を⾏えず、現場
の進⾏を滞らせてしまう場合も。

 監督職員との⽇程調整が柔軟
に⾏える。

 予定通りの⽴会により、現場
の進⾏が円滑に。

 急な現場状況の確認にも臨機
に対応可能。

情報共有システム

 協議書類を監督職員に直接⼿渡すた
めに、時間と労⼒がかかっている。

 協議書の提出、承認書の受理まで数
⽇を要する場合も。

 書類管理に⼿間と労⼒を費やしてい
る。

 書類の運搬を軽減し、効率よ
くやりとりを⾏える。

 協議等の迅速化。
 移動時間の削減により、現場
作業に充てられる時間が増加。

 書類整理の⾃動化など管理を
効率化。

 ⼯事を受注した際は、遠隔臨場及び情報共有システムの活⽤をご検討ください。
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